


2 

議会第 3回臨時会

長
浜
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
が
、
十

月
十
三
日
に
開
か
れ
、
監
査
委
員
の
選

任
、
平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
二
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
長
浜
@
戒
川
線

な
ど
の
災
害
復
旧
ほ
か

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
五
年
度
一
般
会
計
に
四
千
七
百

四
十
八
万
六
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
六
十
六
億
三
千
六
百
八
十
三
万

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

{
災
害
復
旧
費
}
現
年
度
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
十
三
号
に

よ
り
被
災
し
た
久
保
田
農
道
他
一
件
の

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
に
係
る
工
事
請

負
費
な
ど
八
百
三
十
八
万
七
千
円
。

現
年
度
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

と
し
て
、
台
風
十
三
号
に
よ
り
被
災
し

た
町
道
長
浜
・
戒
川
親
な
ど
公
共
土
木

施
設
十
件
の
復
旧
に
係
る
工
事
請
負
費

な
ど
二
千
三
百
九
十
一
万
二
千
円
。

町
単
独
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

と
し
て
、
町
道
の
土
砂
除
け
な
ど
小
規

模
な
復
旧
に
係
る
工
事
請
負
費
ほ
か
一

千
百
七
十
万
円
。
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0副委員長。委員長長浜町議会構成表ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
及
ぴ
特

別
委
員
会
委
員
な
ど
の
構
成
替
え
も
行

わ
れ
、
右
の
表
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

田
中
(
堅
)
氏

監
査
委
員
の
池
田
政
治
氏
(
上
老
松
園

六
九
)
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
に

田
中
堅
太
郎
氏
(
櫛
生
・
四
一
二
を
選

任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
満

場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
駅
前
に
デ
ジ
タ
ル

公

衆

電

話

を

設

置

国
際
電
話
が
利
用
で
き
ま
す

新しく選任された田中氏

九
月
二
十
八
日
、
長
浜
駅
前
の
公
衆

電
話
が
、
デ
ジ
タ
ル
公
衆
電
話
に
変
わ

り
、
国
際
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
電
話
は
、
町
内
に
在
住

す
る
外
国
人
(
十
月
一
日
現
在
で
二
十

国際電話の設置に喜ぶ外国人の皆さん

六
人
)
や
企
業
等
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
国
際
通
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
次
の

主
な
機
能
が
加
わ
り
ま
し
た
。

{
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
通
話
先
霞
話

番
号
や
カ
l
ド
残
度
数
の
ほ
か
に
、
硬

貨
残
枚
数
、
通
話
可
能
時
間
(
残
り
二
一

分
切
っ
た
場
合
)
、
操
作
説
明
、
音
量

レ
ベ
ル
等
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

{カ
l
ド
挿
入
口
・
返
却
口
}
カ
l
ド

の
挿
入
口
と
返
却
口
が
一
緒
で
、
二
か

所
に
な
り
ま
し
た
。
上
下
二
か
所
の
挿

入
口
に
カ
l
ド
を
挿
入
す
れ
ば
、
合
算

度
数
の
通
話
が
で
き
、
硬
貨
や
二
枚
の

カ
l
ド
の
合
計
度
数
で
利
用
可
能
で
す
。

一
音
量
調
節
}
ボ
タ
ン
に
よ
り
音
量
の

調
節
が
で
き
ま
す
。

一
端
末
用
接
続
口
}
お
持
ち
の
端
末
を

接
続
し
て
、
通
信
で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、

N
T
T
大
洲
営

業
所

(
O
一二

O

四
八
二
一
回
二

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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心
身
障
害
者
の
方
へ

見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
、
十
二
月
一
日
現
在
長

浜
町
に
住
ん
で
お
り
、
住
民
登
録
を
し

て
い
る
方
に
は
、
次
の
と
お
り
見
葬
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
身
体
障
害
者
手
帳
一
一
・
二
級
の
方
:
・

五
千
円
マ
三
・
四
級
の
方
・
・
四
千
円
マ
五
・

六
級
の
方
:
・
三
千
円
{
療
育
手
帳
一

A

の
方
:
・
五
千
円
V
B
の
方
・
:
四
千
円

こ
の
見
舞
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

定
め
ら
れ
た
様
式
で
申
請
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
付
は
、
十

二
月
一
日
か
ら
役
場
福
祉
課
又
は
各
連

絡
所
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

一一一人権作文。年金関係

明
日
の
あ
な
た
を

考

え

て

年
金
は
あ
な
た
が

主
人
公
で
す

十
一
月
六
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
は

「
年
金
週
間
」
で
す
。

先
頃
、
厚
生
省
が
発
表
し
た
「
平
成

四
年
度
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
で
は
高

齢
者
世
帯
の
割
合
が
全
国
一
一
・
八
%

に
対
し
、
愛
媛
県
で
は
一
九
・
八
%
と

国
の
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
高
齢
者

世
帯
の
占
め
る
割
合
が
全
国
第
三
位
の

県
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
調
査
に
よ
れ
ば
高
齢
者
世
帯
の
所

得
の
内
訳
で
、
「
公
的
年
金
・
恩
給
」

は
所
得
総
額
の
五
二
・
二
%
と
所
得
の

半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
公
的
年

金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
世
帯

で
「
公
的
年
金
・
恩
給
の
総
所
得
に
占

め
る
割
合
が
一
O
O
%
の
世
帯
」
は
四

七
・
一
%
に
な
っ
て
お
り
、
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
世
帯
の
約
二
軒
に
一
軒

が
、
年
金
の
み
で
生
計
を
立
て
て
い
ま

す。
ま
た
、
「
老
後
の
生
活
設
計
に
関
す

る
世
論
調
査
」
の
「
老
後
の
所
得
を
何

か
ら
得
ょ
う
と
し
て
い
る
か
」
の
問
い

に
対
す
る
回
答
で
は
、
五
二
圃
四
%
が

「
公
的
年
金
」
と
回
答
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
「
国
土
の
将
来
像
に
関
す
る
世

論
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
将
来
の
高
齢
者

に
生
活
費
の
ま
か
な
い
方
で
最
も
望
ま

し
い
も
の
と
し
て
「
年
金
な
ど
の
社
会

保
障
給
付
」
を
あ
げ
る
者
が
六
四
%
を

占
め
、
現
在
、
将
来
と
も
公
的
年
金
制

度
に
対
す
る
信
頼
と
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

今
や
「
人
生
八
十
年
時
代
」
。
明
日

の
あ
な
た
を
考
え
て
、
年
金
は
あ
な
た

が
主
人
公
で
す
。

こ
の
週
間
中
に
、
公
的
年
金
を
基
盤

と
し
た
、
安
定
し
て
ゆ
と
り
あ
る
老
後

の
生
活
設
計
を
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
わ
た
し
は
、
五
年
生
に
な
っ
て
少

一
年
自
然
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

一
日
は
、
晴
れ
て
と
っ
て
も
気
持
の
よ

一
い
日
で
し
た
。
友
達
は
何
人
ぐ
ら
い

一
で
き
る
か
な
、
う
き
う
き
し
て
た
ま

一
ら
な
い
気
持
で
し
た
。

一
自
こ
し
よ
う
か
い
の
後
、
わ
た
し

一
は
、

A
さ
ん
、

B
さ
ん
、

C
さ
ん
全

一
員
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。

一
で
も
、
夕
方
に
な
っ
て
い
く
う
ち

一
に
だ
ん
だ
ん
話
を
し
な
く
な
り
ま
し

一
た
。
そ
の
夜
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
l

一
が
あ
っ
て
、
わ
た
し
の
と
な
り
に
、

一
A
さ
ん
が
い
ま
し
た
が
、
少
し
だ
け

一
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

一
だ
っ
て
、
友
達
に
な
っ
た
は
ず
の

B

一
さ
ん
、

C
さ
ん
た
ち
に
さ
け
ら
れ
さ

一
ぴ
し
そ
う
で
し
た
。

一
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
も
終
わ
っ

一
て
、
テ
ン
ト
で
ね
て
い
る
と
、

B
さ

一
ん
が
「
外
が
わ
と
こ
う
た
い
し
て
。
」

一
と
、
言
っ
た
の
で
わ
た
し
は
、
少
し

一
い
や
だ
っ
た
け
ど
こ
う
た
い
し
ま
し

一
た
。

一
朝
に
な
る
と
昨
夜
の
と
な
り
に
い

一
た

A
さ
ん
が
、
一
人
ぽ
つ
ん
と
仲
間

一
は
ず
れ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

A
さ

一
ん
が
明
る
く
な
る
と
同
じ
学
校
の
女

一
子
ど
う
し
が
、
何
か
話
し
合
っ
て
い

一
ま
し
た
。
暗
く
な
る
と
う
れ
し
が
っ

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
も
し
か
し
て
あ
の
子
の
こ

と
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
夜
に
な
っ

て
ふ
と
ん
の
中
に
い
た
ら
、

0
0班

の
女
子
と
わ
た
し
の
班
の
女
子
と
が
、

A
さ
ん
の
い
や
み
を
言
っ
て
い
る
の

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

A
さ
ん
は
、

な
み
だ
を
だ
し
て
す
み
の
方
で
泣
い

て
い
ま
し
た
。
五
人
組
の
女
子
は
、

昨)げ冷ン?勺溢泊〆¥た弘ギギ;川主ム辛子々 ぞE--一一一-.冷..... w権曹三守管区民主~.... 
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笑顔を忘れず

小学五年生

そ
の
時
あ
せ
っ
た
の
か
、
「
泣
か
ん

で
も
い
い
ん
よ
。
」
と
な
ぐ
さ
め
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

わ
た
し
は
、

A
さ
ん
の
同
じ
学
校

の
女
の
子
に
よ
ば
れ
て
、
そ
の
子
に

近
づ
い
て
い
く
う
ち
に
、
「
ね
え
、

い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
。
名
前
な
ん
と

い
う
の
。
」
と
た
ず
ね
た
ら
、
「
A

子
」
と
言
い
ま
し
た
。

A
さ
ん
の
目

は
、
赤
く
泣
き
は
れ
て
い
ま
し
た
。
園

わ
た
し
は
、

A
さ
ん
と
友
達
に
な
っ
一

て
あ
げ
な
け
れ
ば
と
思
い
、
な
っ
て
一

あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
明
る
一

く
て
わ
た
し
と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
一

ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
明
る
さ
も
今
一

日
ま
で
で
し
た
。
わ
た
し
が
も
っ
と
一

早
く
気
づ
い
て
あ
げ
た
ら
、
暗
く
な
一

ら
な
く
て
よ
か
っ
た
の
に
と
思
い
ま
一

し
た
。
友
達
が
、

A
さ
ん
を
い
じ
め
一

て
い
る
と
、
注
意
も
で
き
に
く
い
し
、
一

A
さ
ん
を
ほ
ん
と
う
に
助
け
て
も
あ
一

げ
ら
れ
な
い
わ
た
し
自
身
が
、
な
さ
一

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
直
し
一

て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
見
一

て
い
る
わ
た
し
だ
っ
た
こ
と
が
、
よ
一

く
わ
か
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
そ
一

れ
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
一

わ
た
し
も
A
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
一

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
一

か

ら

で

す

。

一

A
さ
ん
を
い
じ
め
た

5
人
組
は
、

弱
虫
だ
と
思
い
ま
す
。
し
て
は
い
け
一

な
い
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
す
る
か
ら
一

で
す
。
で
も
、
わ
た
し
は
、
勇
気
を
一

だ
し
て
、
と
め
て
あ
げ
れ
な
か
っ
た
一

の
で
す
。
心
の
中
で
は
、
か
わ
い
そ
一

う
だ
と
思
う
だ
け
で
は
い
け
な
い
こ
一

と
を
反
省
し
ま
し
た
。

a
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お知らせ一一一一一

国
定
資
産
(
土
地
)
の
評
価
が
変
わ
り
ま
す

正
し
い
評
価
と
無
理
な
い
負
担

固

定

資

産

税

固
定
資
産
税
と
は
、
土
地
、
家
屋
及

び
償
却
資
産
(
毎
年
一
月
一
日
現
在
)

の
所
有
者
が
、
所
有
資
産
の
あ
る
市
町

村
に
そ
の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る

税
金
の
こ
と
で
す
。

土
地
及
び
家
屋
に
つ
い
て
は
、
二
一
年

ご
と
に
評
価
替
え
が
行
わ
れ
、
次
の
評

価
替
え
は
、
平
成
六
年
度
に
行
わ
れ
る

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
六
年
度
の
評
価

替
え
か
ら
、
土
地
(
宅
地
)
の
評
価
は
、

地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を
目
標
に

評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

土
地
評
価
の
適
正
化

公
的
土
地
評
価
と
し
て
は
、
①
地
価

公
示
価
格
(
国
土
庁
)
及
び
地
価
調
査

価
格
(
県
)
、
②
相
続
税
評
価
額
(
国

税
局
)
、
③
固
定
資
産
税
評
価
額
(
市

町
村
)
が
あ
り
、
昭
和
六
十
年
代
か
ら

始
ま
っ
た
急
激
な
地
価
高
騰
の
影
響
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
聞
の
差
が
大
き
く
な

り
、
公
的
土
地
評
価
に
対
す
る
国
民
の

不
信
を
招
い
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
「
土
地
基
本
法
」
に
公
的

土
地
評
価
相
互
の
均
衡
と
適
正
化
を
図

る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
(
土
地
基
本
法
第
十
六
条
)

0

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、
全

国
一
律
に
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度

を
目
標
に
評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化
を

推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

評
価
の
上
昇
率
は
、
地
域
に
よ
っ
て
か

な
り
の
差
が
で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

当
町
に
お
い
て
も
評
価
額
は
か
な
り
上

昇
し
、
平
均
で
三
倍
か
ら
四
倍
程
度
の

上
昇
に
な
る
見
込
み
で
す
。

評
価
の
適
正
化
と

税

負

担

今
回
の
評
価
替
え
は
、
評
価
の
均
衡

化
・
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
第
一
の
目

的
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
増
税
を
し

あなたの固定資産税

正しい評価と無理ない負担

ょ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
伴
う
税

負
担
に
つ
い
て
は
、
去
る
平
成
五
年
三

月
末
に
公
布
さ
れ
た
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
住
宅
用

地
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
拡

充
、
前
年
度
の
税
額
を
基
礎
と
し
た
現

行
よ
り
な
だ
ら
か
な
負
担
調
整
措
置
を

は
じ
め
と
し
た
総
合
的
か
つ
適
切
な
調

整
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
今
回
の
評
価

替
え
に
よ
り
評
価
が
一
一
一
倍
に
上
が
る
住

宅
用
地
(
二

0
0
2
m
)
で
あ
っ
て
も
、

土
地
・
固
定
資
産
税
は
前
年
度
の
五
%

の
増
加
、
家
屋
・
固
定
資
産
税
は
前
年

度
に
比
べ
少
な
く
と
も
三
%
の
軽
減
で
、

評
価
は
上
昇
し
て
も
納
税
者
の
税

負
担
に
つ
い
て
は
、
次
表
の
よ
う

な
な
だ
ら
か
な
上
昇
と
な
り
、
増

加
を
極
力
抑
制
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
税
負地
担日目
の l苅

望係
措
置

税
負
担
の
増
加
を
極
力
抑
制
す
る
た

め
に
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
住
宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例

措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

ィ
、
一
般
住
宅
用
地

現
行
(
価
格
の
二
分
の
こ

改
正
(
価
格
の
二
一
分
の
二

口
、
小
規
模
住
宅
用
地

現
行
(
価
格
の
四
分
の
こ

改
正
(
価
格
の
六
分
の
ニ

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
固

定
資
産
税
係
(
宮
五
二
一
一
一
こ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区 分 3.6倍評以価下 の上昇割合
負視調整率

のもの 1.05 
3.6倍を越え、 4.8倍以下のもの 1.075 

住宅用地 4.8倍を越え、 6.75倍以下のもの 1.1 
6.75倍を越え、 15倍以下のもの 1.15 

トー
15倍を越えるもの 1.2 
2.4倍以下のもの 1.05 
241斉を越え、 3.2倍以 Fのもの 1.075 

非住宅用地
3.2倍を越え、 4.5倍以下のもの 1.1 
4.5倍を越え、 10倍以下のもの 115 
10倍を越え、 18倍以下のもの 1.2 
18倍を越えるもの 1.25 

」一 一 一 一

主盛些豆歪畳M.
平成3年度評価額

平
成
五
年
度
え
ひ
め
産
業
ま
つ
り
が
、

十
一
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
一
一
日

間
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
生
産
者
と
消
費
者

と
の
相
互
交
流
を
凶
る
こ
と
に
よ
り
、

県
内
の
農
林
水
産
工
芸
品
や
伝
統
文
化

に
対
す
る
理
解
と
親
し
み
を
深
め
、
健

康
で
潤
い
と
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
愛
媛

づ
く
り
を
目
的
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ご
家
族
お
揃
い
で

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
町
内
か
ら
「
郷
土
芸
能
の

競
演
」
で
、
豊
茂
の
五
ツ
鹿
踊
り
が
参

加
し
ま
す
。

な
お
、
出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

菊
岡
禎
日
、
田
中
卒
宣
、
菊
地
進
、
松

本
孝
彦
、
津
田
博
宰
、
菊
地
敏
宏
、
菊

地

英

夫

〈

敬

称

略

〉

{
門
口
時
一
十
一
月
二
十
七
日
(
午
前
十

時
j
午
後
五
時
)
・
二
十
八
日
(
午
前

九
時
j
午
後
三
時
三
卜
分
)

{
場
所
}
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
、
愛

媛
県
農
業
試
験
場
跡
地

{
主
な
行
事
一
ふ
る
さ
と
産
物
展
、
技

術
・
ア
イ
デ
ィ
ア
展
、
ふ
る
さ
と
市
コ
ー

ナ
ー
な
ど

*評価の上昇割合二



な
が
は
ま
の
夏
が
あ
な
た
の
レ
ン
ズ
に

・
水
着
四
撮
影
会

フ
ォ
ト
コ
ン
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一一一フォトコン・水着撮影会ほか

勝

六
月
一
日
か
ら
八
月
二
一
十
一
日
に
か

け
て
募
集
し
て
い
ま
し
た
、
ふ
る
さ
と

な
が
は
ま
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〈
夏
の

部
〉
と
長
浜
夏
ま
つ
り
に
行
わ
れ
た
水

着
撮
影
会
の
審
査
が
、
九
月
一
二
十
日
に

役
場
+
一
階
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
浜
の
素
敵
な
夏
が
写
し
出
さ
れ
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
応
募
作
品

百
八
点
中
卜
八
点
が
入
賞
、
ま
た
、
安

し
い
一
一
人
の
モ
デ
ル
を
映
し
た
水
着
撮

ぽ
宝
石
で
は
、
応
募
作
品
百
三

時
十
三
点
中
十
八
点
が
入
賞
し

口
町
ま
し
た
ο

仰

な

お

、

U
M

り
で
す
。

↓
ムh

人石{同

結
果
は
次
の
と
お

佐藤英夫さんの作品@回帰線

日
ン
-
ア
ス
ド

一
推
薦
一
長
浜
の
夏
(
白
石
久
士
・
砥

部
町
)
一
特
選
一
回
帰
組
(
佐
藤
秀
夫
・

松
山
山

J

参
道
(
窪
憲
一
・
白
滝
)

{
準
特
選
一
養
殖
場
(
藤
岡
義
丈
・
砥

部
町
)
く
つ
ろ
ぐ
人
々
(
松
岡
憲
彦
・

三
瓶
町
)
踊
る
(
井
上
雄
次
・
松
山
市
)

静
寂
(
梶
原
利
幸
・
八
幡
浜
市
)
田
棋

の
頃
(
清
水
恵
太
・
松
山
市
)
一
佳
作
一

う
ら
盆
の
頃
(
池
谷
瑛
・
松
山
市
)
戸
長

浜
旅
情
(
仲
田
欣
也
・
藍
信
町
)
ア
ジ

サ
イ
ロ

I
ド
(
大
本
昭
裕
・
豊
茂
)
出

漁
(
山
根
啓
二
・
松
山
市
)
こ
っ
ち
向

い
て
(
矢
野
見
・
黒
旧
)
白
滝
湯
布

(
久
保
正
人
・
山
一
一
回
)
綿
雲
(
菊
地
英

夫
・
豊
茂
)
波
(
泉
州
平
・
柴
)
夏
の

華
(
松
村
古
三
郎
・
八
幡
浜
市
)
M
U

の
向
い
花
(
佐
竹
剛
・
宇
和
島
市
)

水

会

憲ーさんの作品・参道

{
推
薦
}
ハ
イ
ポ

1
ズ
(
内
藤
節
子
・

西
条
市
)
{
特
選
}
水
辺
の
女
(
藤
岡

義
丈
・
砥
部
町
)
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

A

(
中
出
勝
江
・
小
田
町
)
{
準
特
選
}

水
着
の
女
(
阿
部
洋
・
中
山
町
)
真
更

の
女
(
久
保
正
士
ワ
上
老
松
)
ゴ
ム
ボ
ー

ト
と
サ
ー
フ
ィ
ン
(
松
刷
憲
彦
・
三
瓶

町
)
夏
の
ギ
ヤ
ル
(
露
口
泰
幸
・
重
信

町
)
お
ん
な
(
司
馬
亨
・
宇
和
島
市
)

{
佳
作
}
ほ
ほ
え
み
(
城
戸
隆
行
・
広

窪

見
町
)
戯
む
れ
(
窪
害
山
一
・
白
沌
)
視

線
(
中
橋
憲
二
・
今
治
市
)
あ
る
風
景

(
守
実
優
一
・
松
山
市
)
サ
マ

I
ガ
ー

ル
(
清
水
建
男
・
八
幡
浜
市
)
見
つ
め

る
(
木
村
博
之
・
川
之
江
市
)
リ
バ
ー

サ
イ
ド
の
お
ん
な
(
加
賀
城
武
志
・
松

山
市
)
視
線
(
大
名
門
些
一
・
松
山
市
)

木
目
の
テ
ー
ブ
ル
(
藤
田
彰
英
・
松
山

市
)
晩
夏
(
沼
田
保
恵
・
新
居
浜
市
)

漏
電
遮
断
器
を

ご
存
じ
で
す
か

漏
電
遮
断
器
は
、
電
気
器
具
や
配
線

の
い
た
み
な
ど
か
ら
、
万
一
漏
電
が
お

き
た
と
き
す
ぐ
電
気
を
と
め
ま
す
。

取
り
付
け
て
い
な
い
所
は
、
耐
震
や

感
電
、
火
災
を
防
ぐ
た
め
漏
電
遮
断
器

の
取
り
付
け
を
電
気
工
事
業
者
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

内藤節子さんの作品・ハイポース。

無
火
災
で
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う

大

洲

消

防

署

年
末
年
舶
は
何
か
と
忙
し
く
、
火
の

取
吸
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
、

毎
年
こ
の
時
期
に
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
消
し
忘
れ
」

「
使
用
方
法
の
誤
り
」
等
か
ら
発
生
し

て
い
ま
す
。

火
災
を
お
こ
さ
な
い
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
生

命
や
大
切
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま

し
ょ
旨
つ
。

寝
た
ば
こ
や
だ
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
子
供
の
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

風
の
つ
よ
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
U

。
大
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
に
は
、
そ
の

場
を
は
な
れ
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

万
一
の
た
め
に
、
水
バ
ケ
ツ
や
消
火

器
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
。

お
年
寄
り
ゃ
子
供
は
、
一
階
の
避
難

し
や
す
い
場
所
に
寝
か
せ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
注
玄
し
、
無

火
災
で
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。



6 

結核ゼ口への願い

今
年
の
四
月
、

W
H
O
(
世
界
保
健

機
関
)
は
、
結
核
問
題
に
つ
い
て
「
結

核
は
非
AE事
態
に
あ
る
」
と
緊
急
ア
ピ
ー

ル
を
出
し
ま
し
た
。

W
H
O
は
、
こ
の

声
明
の
中
で
「
現
在
の
世
界
の
結
核
状

況
は
、
結
核
は
予
防
で
き
る
病
気
、
治

療
で
き
る
病
気
で
あ
る
の
に
、
多
く
の

国
で
長
い
間
結
核
問
題
を
軽
視
し
た
結

果
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、

い
ま
結
核
訟
の
か

年
を
と
っ
た
り
、
生
活
の
不
摂
生
な

ど
か
ら
、
抵
抗
力
が
弱
る
と
結
核
を
発

病
し
や
す
く
、
以
前
に
結
核
に
な
っ
た

人
は
、
再
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
結
核
に
う
つ

る
と
一
生
結
核
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

強
力
な
菜
、
ま
た
、
一
番
よ
く
効
く
薬

を
使
っ
て
も
、
治
療
に
は
最
低
六
か
月

必
要
で
す
。
(
結
核
!
あ
な
た
の
体
力

低
下
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
〈
結
核
予
防
ス
ロ
ー

ガ
ン
〉
)

な
ぜ
、
結
核
は
こ
の
よ
う
に
し
ぶ
と

い
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

水
虫
や
カ
ピ
の
し
つ
こ
さ
、
結
核
は
、

こ
れ
に
似
て
い
ま
す
。
水
虫
や
カ
ピ
は

湿
っ
た
温
か
い
場
所
を
好
み
、
梅
雨
の

こ
ろ
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
水
虫
や
カ

ピ
の
増
殖
に
適
し
た
季
節
で
す
が
、
寒

く
な
る
と
水
虫
の
症
状
は
お
さ
ま
り
、

大洲市@喜多郡の結核まん延状況(平成4年)
※新しく定説亥にカ功、った人は

27人 (ALJl万人に4人の割合)

(1年間) 0-19歳一一 O人 (0 %) 

20-泊歳一一 3人 (11.1%)
40 ----59歳~9人 (33.3%)

印歳以上 15人 (55.6%)
新卦亥にカ功勺てし喝人は

191人(人口1万人に26人の剖合)

(年末ま見在) 0-19歳一一一 1人(0.5%) 

20----:羽歳一一-16人(8.4%) 

40寸 9歳一一-37人 (19.4%)
印歳出よー-137人 (71.7%)

結核住民検診実施状況(受診率年次推移)

年度
長 j兵 国I

総人口 対象者数 受診者数 党診率(%) 
63 11，275 6，090 2，132 35.0 
n: 11，130 5，995 2，014 33.6 
2 10，826 5，904 1，979 33.5 
3 10，646 5，927 1，806 30.5 
4 I 10，466 I 5，864 I 1，799 I 30.7 

県平均受診率 ((H3年年度))市市20.8% 郡46.9%
I-I4 度 19.5% 郡46.9%

カ
ピ
も
め
だ
た
な
く
な
り
ま
す
が
、
治
っ

た
り
、
死
ん
だ
り
し
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
姿
や
形
を
変
え
て
不
利
な
環
境

に
耐
え
、
増
殖
に
有
利
な
条
件
が
整
う

と
、
ま
た
、
活
発
に
増
殖
し
始
め
ま
す
。

結
核
菌
も
こ
の
よ
う
に
、
姿
形
を
変
え

て
ひ
そ
か
に
生
き
残
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
は
、
一
年
間
に
五
万

人
以
上
の
人
が
結
核
と
し
て
、
新
た
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
浜
町
に
お
い

て
も
、
今
年
一
月
か
ら
九
月
末
ま
で
に

新
し
く
結
核
と
診
断
さ
れ
た
人
が
九
人

と
な
り
、
近
年
に
な
い
発
生
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
省
で
は
、
西
暦
二
千
年
ま
で
に

結
核
の
発
生
を
今
の
半
分
に
、
そ
し
て
、

小
児
結
核
を
ゼ
ロ
に
、
西
居
二
千
三
十

年
代
ま
で
に
、
結
核
を
根
絶
し
よ
う
と

い
う
大
き
な
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
年

一
回
の
定
期
検
診
の
受
診
や
、
子
供
達

へ
の

B
C
G接
種
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
自
覚
と
実
践
が
必
要
な
の
で
す
。

長
浜
町
と
大
洲
保
健
所
で
は
、
十
一

月
を
「
結
核
ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
啓
発
月

間
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
結
核

に
対
す
る
理
解
と
知
識
を
深
め
、
健
康

で
明
る
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

(
結
核
半
減
一
人
ひ
と
り
が
み
な
主
役

〈
結
核
予
防
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉
)

S
マ
ー
ク
は
安
心
と

信
頼
の
マ
ー
ク
で
す

標
準
@
衛
生
@
安
全

理
容
・
美
容
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屈
の

信
頼
で
き
る
S
マ
l
ク
登
録
庖
は
、
消

費
者
の
要
望
か
ら
生
ま
れ
た
制
度
で
、

厚
生
大
臣
認
可
の
標
準
営
業
約
款
に
従
っ

て
営
業
し
て
い
る
安
心
と
信
頼
の
し
る

し
で
す
。

s
t
a
n
d
a
r
d
(
標
準
)
:
・
正

確
な
技
術
、
き
め
細
か
な
対
応
な
ど
、

お
客
様
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
・

内
容
を
明
確
に
し
、
そ
の
実
施
を
お
約

束
し
ま
す
。

S
a
n
-
t
a
t
-
-
o
n
(衛
生
)
・
:

美
し
く
清
潔
に
、
厳
し
い
管
理
基
準
に

従
い
、
営
業
施
設
の
維
持
・
管
理
を
行

い
、
お
客
様
に
衛
生
面
で
気
持
ち
の
よ

い
細
や
か
な
配
慮
を
怠
り
ま
せ
ん
。

s
a
f
e
t
y
(
安
全
)
:
・
ま
か
せ

て
安
心
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
お
客
様
に
事
故
賠
償
基
準
に
基

づ
き
損
害
賠
償
を
行
い
ま
す
。

S
マ
l
ク
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
、
五
本
の
線
は
、

消
費
者
と
登
録
庖
と
各
都
道
府
県
環
境

衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が
、
お
互
い

に
信
頼
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
標
準
営
業
約
款
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
環
境
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
(
宮

O
八
九
九
i
一一四
1

一二三
O
五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。特

産
品
な
ど
が

展
示
・
即
売
さ
れ
ま
す

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

十
二
月
四
日
、
五
日
の
二
日
間
、
宇

和
島
市
で
第
十
七
回
南
予
地
区
愛
媛
県

産
品
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
県
の
特
産
品
を
紹

介
し
、
そ
の
愛
用
を
推
進
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
会
場
で
は
、
地
域

の
特
産
品
等
が
展
示
、
即
売
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
平
成
五
年
十
二
月
四
日
(
午

前
十
一
時
午
後
五
時
)
・
五
日
(
午
前

十
時
午
後
四
時
)

{
会
場
}
宇
和
島
市
役
所
(
二
階
大
ホ
ー

ル
)
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一一一一一ごみは良識のバロメータ -N

Efみ蝕昆識のパ田誕百タ自N
限りある資源を大切に使いましょう

現代は、「胞食の時代」とか「ものあまりの時代」とよく言わ

れています。長浜町でも、とてもゴミとは言えないような家財道

具や家電製品、使い残しゃ食べ残しが増えています。ゴミとして

出されているものの中には、まだまだ資源として利用できるもの

が少なくありません。私たちの社会は、生産者、消費者、行政の

三者で構成されています。生産者は、自然界の原料を採取し加工

して、代金と引き替えに消者に物とサービスを提供します。消費

者は、不用になった物を廃棄物として出し、行政が税金で処理し

ます。

地球的規模で環境問題が取り沙太され、資源消費型社会の見直しが叫ばれている今日、私たちも自

分で出来ることから取り組んで見てはどうでしょうか。ゴミ問題と環境汚染を解決するには、資源と

して回収できるものをできるだけリサイクルすることが大切です。限りある資源を大切に使うため、

人に譲ったり再資源化のルートに乗せることを考えましょう。

広げよう/リデュース@リユーズ@リサイクルの輪

リデユースとは、減らすことを意味します。買い物には、ショッピングパックを持参し、過剰包装

を断り、発泡スチロールやプラスチック容器に入った商品を買わないで、リサイクルされた商品を求

めること。エコマークやグリーンマークのついた商品を選ぶだけで実行できます。

リユーズとは、繰り返して使うことを意味します。使い捨て商品を使わず、洗剤や調味料、ボール

ベンなどは詰め替えのきくものを求める。乾電池は、なるべく充電式のもの選ぶなど、徹底して使い

込んで、本当にいらなくなるまではゴミにするのをやめることが大切です。

リサイクルとは、再生することを意味します。空き缶、空きピン、新聞・雑誌、牛乳パックから発

泡スチロールや古い衣類など様々なものがリサイクルできます。婦人会やPTAなどの集団回収に協

力したり、各地区で行われている不用品バザーやフリーマーケットに積極的に参加しましょう。

生ゴミのリサイクル

( 1 ) 買いすぎ、作りすぎに注意しましょう。まず使い残しゃ食べ残しをしないこと。料理を作り

すぎたり、食品を腐らせないよう計画的な買い物や調理を心がけよう。

( 2 ) 生ゴミは排水Uから流すと水質汚濁の原凶になります。流しの三角コーナーに水切りネット

や、持ド水IJに-8いストッキングなどをつけよう。

( 3 ) 庭や畑のある家庭では、コンポスターなと守を使って生ゴミを自分で処理しよう。

※長浜町では、可燃ゴミ処理費用として、町民一人あたり、 4，493円(平成4年度)値いました。

リデユース園リユ-:;(園リサイクルの輪を広げ、ゴミの少ないきれいな町をつ〈りましょう。
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マ
ナ
ー
を
守
り
安
全
運
転

j
秋
の
交
通
安
全
週
間
j

九
月
二
十
九
日
、
秋
の
交
通
安
全
週

間
中
に
、
本
町
で
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、
長
浜
小
児
童
、
安
全
協

会
関
係
者
ら
約
二
一
百
人
が
参
加
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
小
学
生
児
童
に
よ

る
鼓
笛
隊
や
参
加
者
に
よ
る
啓
発
が
行

わ
れ
、
安
全
運
転
や
交
通
マ
ナ
l
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
た
。

地
域
の
活
性
化
を

j
出
海
で
秋
ま
つ
り
j

十
月
十
八
・
十
九
の
二
日
間
、
出
海

で
秋
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
四
つ
太
鼓
、

牛
鬼
、
小
学
生
手
づ
く
り
の
子
供
み
こ

し
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

百
人
が
地
区
内
を
練
り
歩
い
た
。

まつりを盛り上げた四つ太鼓

今
年
は
、
宵
宮
奉
納
相
撲
の
復
活
十

周
年
記
念
と
し
て
、
力
士
の
化
粧
ま
わ

し
が
新
調
さ
れ
、
約
五
十
人
の
豆
力
士

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
た
。

教
育
の
発
展
を
願
い

ー
上
原
さ
ん
が
町
に
寄
付
1

十
月
五
日
、
沖
縄
県
の
上
原
清
善
さ

ん
が
喜
多
郡
内
を
訪
れ
、
長
浜
町
に
二

十
万
円
寄
付
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
喜
多
郡
に
ゆ
か
り
の
あ
る 安全運転をと啓発する参加者

自
己
最
高
に
ア
タ
ッ
ク

ー
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

1

十
月
十
四
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
平
成
五
年
度
町
内
小
学
校
陸
上

競
技
大
会
が
行
わ
れ
た
。

玄
Jた手選す

ノ
ミ
、尽

↓
中
佐

山

Eh'スベ
一
介
」宇佐

J

古
同

一一一明
{
一
自

上
原
さ
ん
が
、
教
育
発
展
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
ば
と
郡
内
を
訪
れ
た
も
の

で
、
当
町
の
学
校
施
設
教
材
備
品
に
利

用
し
て
ほ
し
い
と
寄
付
さ
れ
た
。

会
場
で
は
、
男
女
合
わ
せ
て
十
四
競

技
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
、
練
習
の

成
果
を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
、
自
己
ベ
ス

ト
を
目
指
し
記
録
に
挑
戦
し
て
い
た
。

耳

圏

直

直

ー
今
坊
つ
わ
ぶ
き
の
会

l

教育の発展をと寄付をされる上原さん

片
隅
で
ち
ち
ろ
虫
な
く
厨
か
な

中

見

貞

子

暮
れ
残
る
海
に
太
刀
魚
釣
の
船

井

東

純

子

か
な
か
な
や
思
い
出
さ
る
る
遠
き
母

津

田

操

こ
お
ろ
ぎ
に
耳
傾
け
る
厨
猫

{
呂
田
節
子

残
る
虫
声
絶
え
だ
え
に
鳴
い
て
を
り

松

岡

広

美

静
か
な
る
庭
よ
り
響
く
虫
の
声

津

田

恒

香

透
明
な
風
ぞ
原
分
け
て
吹
く

池

田

町

子

虫
龍
や
天
道
虫
の
一
っ
き
り

矢

野

昌

子

秋
の
旅
装
ひ
正
す
肩
パ
ッ
ト

東

静

枝

台
風
の
四
国
へ
向
き
て
牙
を
む
ぐ

中

伊

セ

ツ

切
り
捨
て
し
葱
の
根
付
け
る
畑
か
な

中
島
千
代
子

台
風
の
情
報
に
耳
傾
け
る

津
田

礼
子

蜜
柑
摘
む
運
動
会
を
見
下
ろ
し
て

丸
井
巽
佐
子

ふ
と
洩
ら
す
夫
の
一
言
若
荷
汁

久

保

茂

子

大
空
を
わ
が
も
の
顔
に
晴
蛤
飛
ぶ

平

岡

越

子

色
づ
け
る
田
圃
飛
ぶ
交
ふ
稲
雀

宮

田

猛

義

信ド

旬

日
喜
多
灘
小
学
校
H

ス
ス
キ
の
ほ
ほ
っ
と
ひ
ら
い
で
飛
ん
で

い

く

五

年

登

尾

亮

子

夕
焼
け
が
海
も
て
ら
し
て
赤
い
道

五

年

西

山

博

赤
か
え
で
山
を
真
っ
赤
に
そ
め
て
い
る

五

年

後

藤

博

樹

雨
多
く
去
年
よ
り
も
米
少
な

五

年

上

田

茜

虫
た
ち
に
し
よ
う
た
い
さ
れ
て
音
色
き

く

六

年

池

田

慎

也

ど
ん
ぐ
り
が
葉
っ
ぱ
の
フ
ト
ン
で
い
び

き

か

く

六

年

後

藤

朱

里

青
み
か
ん
夕
日
に
当
て
た
ら
お
い
し
そ

う

六

年

宮

田

育

美

い
が
栗
を
一
一
つ
に
わ
る
と
五
つ
子
が

六

年

亀

井

さ

つ

き

あ
つ
ま
っ
て
真
っ
赤
な
か
き
に
か
ぶ
り

つ

く

六

年

平

岡

竜

子

ど
す
こ
い
と
く
り
が
ど
ん
ぐ
り
投
げ
と

ば

す

六

年

矢

間

千

春
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浜
駅
周
辺
か
ら
拓
海
団
地
ま
で
の
約
三

回
区
間
で
、
空
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
等
の
奉

仕
活
動
に
努
め
、
道
路
の
美
化
清
掃
に

多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

人
月
三
十
一
日
、
五
十
嵐
建
設
大
臣
よ

り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

明
関
定
市
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

大
臣
表
彰

長
浜
の
明
関
定
市
さ
ん
(
七
O
)
は
、

長
年
に
わ
た
り
早
朝
約
二
時
間
J
R
長

一一一一一歳です。表彰@ふるさとめぐり

...チ;識です立芦エチタ:).>⑩
ま さみ

菊田正美ちゃん

大臣表彰を受ける明間さん

賀
栄
敏
夫
さ
ん

町
長
賞
に

廃
棄
物
利
用
コ
ン
テ
ス
ト

八
月
一
日
か
ら
十
月
十
日
に
か
け
て

募
集
し
て
い
ま
し
た
「
廃
棄
物
利
用
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま

し
た
。こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
普
段
何
気
な

父
親
の
「
正
」
と
母
親
の
「
美
」
を
一
字
づ
っ
と
り
、
一

H

正
美
u

と

名

付

け

ま

し

た

。

一

お
年
寄
り
を
い
た
わ
り
、
人
の
心
の
痛
み
の
わ
か
る
人
一

に

な

っ

て

欲

し

い

で

す

。

一

れ
一

キ
小
一

生
一

口
同
一

口同
υ

園

同

月

'

年
一

A
『成

一
平
一

(豊茂)

(父
H

正
さ
ん
・
母
H

美
恵
さ
ん
)

央中長町田上、つノ一行宇佐査審正

手

イ

厳

く
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減
ら

し
、
も
っ
と
多
方
面
に
利
用
し
て
い
た

だ
こ
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
町
内
多
数

の
応
募
者
の
中
か
ら
厳
正
に
審
査
し
た

結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
十
月
三
十
・

三
十
一
日
に
行
わ
れ
た
生
活
文
化
祭
に

展
示
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
の
あ
る

町
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す

。

〈

敬

称

略

〉

{
町
長
賞
}
取
り
入
れ
か
ご
(
賀
栄
敏

夫
-
A
晶
)
{
生
活
環
境
課
長
基
一
了

ブ
ル
と
椅
子
(
清
水
恵
津
子
・
柴
)
、

筆
立
て
と
ス
ツ
ー
ル
(
石
本
紀
美
子
・

一
ふ
事
さ
と
め
ぐ
り

一

展

望

公

圏

一
を
公
~
…
展
を
目
、
と
、
か
肱
眺

一
事
望
れ
の
望
を

o
並
こ
り
に
「
が

日
工
展
成
し
眺
備
る
町
る
あ
頃
い
景

一
に
し
完
ら
的
整
い
の
す
で
月
な
光

一
回
ら
く
あ
マ
の
て
り
望
大

3
見
な

一
黒
あ
な
川
ラ
ト
れ
お
一
壮
ら
を
的

一
ら
川
も
肱
ノ
一
ら
り
を
、
か
例
秘

一
か
肱
ま
、
パ
ル
め
お
々
は
季
に
神

一
度
「
が
は
の
園
進
季
島
観
時
界
の

一
年
る
」
園
灘
公
が
四
の
景
の
世
」

o

一
2
い
ト
公
予
望
事
の
海
る
こ
、
し
る

一
成
て
一
の
伊
展
工
浜
内
き
、
は
ら
き

一
平
め
ル
こ
と
る
に
長
戸
で
た
で
あ
で

一

進

聞

望

図

的

瀬

が

ま

け

川

望

長
浜
)
一
推
薦
賞
}
花
瓶
と
植
木
鉢

(
鈴
木
富
子
・
上
老
松
)
、
化
粧
用
肩
掛

け
(
堀
井
光
子
・
長
浜
)
、
イ
ン
テ
リ

ア
壁
掛
け
(
鈴
木
公
一
郎
・
上
老
松
)
、

花
立
(
栗
栖
貴
実
夫
・
長
浜
)

五年 3
2金品
讐砦 rj

思議会
審資暴
露今ほ

町長賞に輝いた取り入れかご

社
団
法
人
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
で

は
、
平
成
五
年
度
第
二
回
の
住
宅
融
資

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
金

住
宅
融
資
は
、
国
の
年
金
積
立
金
還
元

融
資
で
す
か
ら
、
大
変
有
利
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
利
用
で
き
る
方
}
現
在
厚
生
年
金
保

(
眺
望
編
)
一

L
K
R
U

司

司

云

」

由

闘

里

一

ジ
ツ
主
~
一
語
版
韓
議
讃
蘭
覇
欝
凶
盟

交
吟
線
鶴
鱗
麟
麟
一

三
h
議
議
機
織
灘
慰
霊
一

一
一
三
轟
轟
笠1
・

一
一
議
議
離
盤
必
一

一
字
予
議
灘
欝
鱒
醐
盤
寸
国

ら

?

z

手
議
機
泌
が
が
み
設
額
獲
錫
騒
騒
醐
盟
カ

E

同
一
議
離
欝
鍾
盟
国
一

議
ぷ
℃
ウ
鞠
轍
議
盟
公
一

一
一
議
欝
盤
躍
一

一
節
襲
撃
仰
1
雑
緩
一
ザ
一

一
綴
線
機
畿

L
点
下
公
マ
イ
会
議
-

語
線
総

~
f
N
y
w
議
機
織
蹴
臨

E

謀
議
綴
綴
こ
え
イ
号
機
騒
一

険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
聞
が
三
年
以

上
あ
る
方
(
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付

済
期
聞
を
含
む
)

一
資
金
の
使
い
み
ち
一
新
築
住
宅
、
マ

ン
シ
ョ
ン
、
建
売
住
宅
、
中
古
住
宅
の

購
入
及
び
増
改
築
等
の
住
宅
改
良
資
金

一
融
資
金
額
}
所
要
資
金
の
八
O
%
以

内
で
、
最
高
三
千
二
十
万
円
ま
で

一
融
資
利
率
}
年
四
・
二
一
一
一
%

{
返
済
期
間
一
住
宅
に
よ
っ
て
五
年
か

ら
三
十
五
年

{
受
付
期
間
}
平
成
五
年
十
一
月
一
日

か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で

な
お
、
詳
し
く
は
、
(
社
)
愛
媛
県

年
〈
丞
福
祉
協
会
(
宮
O
八
九
九
1
四一

i

七
六
六
七
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

し

の
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(有)岸本印刷

勇壮・華麗な

J'Iフォーマンス

印刷

j現

太

鼓

保
存
会
員
募
集
f

平成 5年11月 l日発行

一
長
浜
町
で
は
、
首
荘
・
震
な
パ
フ
寸
|

マ
ン
ス
「
嵐
太
鼓
」
を
振
興
・
保
存
す

る
た
め
、
「
嵐
太
鼓
保
存
会
し
を
発
足

し
、
会
員
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。太

鼓
を
た
た
き
た
い
入
、
音
楽
の
好

き
な
人
、
創
造
文
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
人
、
身
体
を
動
か
し
た
い
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
振

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

{
参
加
資
格
}
町
内
に
在
住
え
は
勤
務

平成 5年 11月号

さ
れ
て
い
る
方
で
、
年
齢
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

一
応
募
先
一
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(
宮
五
二

l
一
一
一
一
・
同
一
二
六
二

嵐
太
鼓
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
を
差
し
上
げ
ま
す

町
で
は
、
「
嵐
太
鼓
」
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
作
製
し
、
希
望
者
の
山
押
さ
ん
に
無

料
で
ぶ
し
上
げ
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
え
は
各

連
絡
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
〈

な
お
、
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ψ
結

矯

今月トップは大国一賀さん
・義美さんのカップル

白長

浜世
屯

下
須
戒

中

甫

山
a

れ山

櫛

生

jZEj 7]<.佐上児竹
崎本藤野玉内

お
く
や
み

弘元干11栄蕎 プ1_

明志潜司広 月

長 三 長 二 二長
男女友男久男

架勺l'差h
友'j，ニJ~ ，，:" ひ将5香る太ら
キ己き菜伝瞳主司し了二郎三

イ主
9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

名

長

浜

山

海
長

浜柴
下
軒
以
戒

仁

久柴
長

浜

長

浜

長

浜

山

海

山味柿泉 清 漬 干 市 中 石 木 高
口村見田水 上 回 111巳 出 戸 田
斗jーィ
カツ
ヱ哲コ

松 幸 賢 政 福 ツ 金
子稔 雄 敏 光 好 ヤ 助

(
九
二
)

(
八
六
)

て
一
ハ
九
)

(
八
二
)

(
七
五
)

(
四
九
)

(
七
二
)

(七
O
)

(
七
二

(
七
二
)

(
九
七
)

、iミ成五年も後二か月。細川

述立内閣がスター ト し て 約

か月っ同内外の問題は山積み

する、政治改革・宗気対策-

外父・安保をはじめ、戦間初

めての水稲の大凶作は農家経

済に大打撃を与えたっ 11王北・

北海道の被害は全体のじ割を

占める。加えて什風の l二陸で

大被害の九州、!の減収は百めな

い。政府は外米の緊急輸入を

決定 し た 。 本 県も推定八千ト

ン の 減 収 と い う。凶作記録に

1783年の天明の飢鰻があるが

それに匹敵すゐという。続く

宇一保♂コ飢謹は丙日本を襲い、

餓 死 者97万人に及び、麦干重を

残して飢え死に L7竺 養 農 作 兵

衛 はこ の時 であるの飢出の周

期も 50年から60年の繰り返し

のようで、早魁、冷害、風水

害の恐怖は去らない。「米泥

棒 Jの話には驚いた。反色、し

きりであるの加え てゼ ネコ ン

疑誌で知事-市 長-町長の収

賄 j主捕に至っては、国民の信

頼 を裏切る大罪である。政-

官.llJの癒ポ;にメスを入れ明

るい 凶 Jゴくりを願いたい。郷

土長浜も新町議 の誕生を契機

に行政・詰公・町民が!日j心一

体 となり新生長浜作りに英知

をしぼり、明るく 豊 か で 蛇 力

溢れるよ主きがし、のある町づく

りに読進して欲しい。

広報ながはま

9 

品目
出品
手子日

敬
車生
時

住

所

「

白

滝

/
内
子
町

ヘ

山

海

/

長

浜

¥

長

浜

/

長

浜

111 渡山中松大氏

田

久義一

口辺 lli奇 伊 岡

好謙

お
誕
生
・
お
め
で
と
う
M

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

美二恵喜美賀1尼
名

一
一
編
集
後
記
霊

割
引
タ
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
鍋
物
が

恋
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
鍋
物
と

一
一
行
え
ば
「
ふ
ぐ
」
0

(

遠
く
の
方
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
見
栄
を
張
り
過
ぎ
じ
ゃ
な
い

の
?
カ
キ
に
し
な
さ
い
と
厳
し
い
お
言

葉
が
・
:
c
)

今
の
季
節
、
手
頃
な
価
格

で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
た
の
で
、
鍋
を
附
ん
で
語
ら
っ
て

み
た
い
今
日
こ
の
頃
で
J
9
u

さ
て
、
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
町

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
紅
葉
を

H
に
し

ま
す
。
十
一
月
二
十
一
・
二
十
二
一

υに

は
、
滝
と
も
み
じ
で
知
ら
れ
る
白
滝
で

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

助
秋
に
落
葉
樹
の
葉
っ
ぱ
が
黄
や
赤

に
色
づ
く
も
み
じ
は
、
我
々
日
本
人
の

伝
統
的
な
美
意
識
に
深
い
感
動
を
与
え

て
き
ま
し
た
。
運
動
会
や
お
祭
り
な
ど

で
張
り
切
り
す
ぎ
て
お
疲
れ
気
味
の
あ

な
た
、
白
滝
の
美
し
い
「
も
み
じ
」
で

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

L
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
(
い
)

数

fj江月との土ヒ車交

4人減

(男 5人減)
女 1人増

7tl:そ，~汗士官

人

人口をふやしましょう

I 9 Ji末現在

10，968人

口 I(刊誌A)

世市バ

帯世口

人


